
目的・趣旨｜ 
 平成 25 年 4 月、新潟大学中央図書館は、増

改修を経てリニューアルオープンしました。新

図書館のコンセプトは、①ラーニング・コモン

ズ機能、②アーカイブ機能、③インフォメーシ

ョンラウンジ機能の強化・拡充です。50 万冊

収蔵の自動化書庫を導入することにより、蔵書

の集約化と開放的な学習空間の確保を図り、約

2,500 ㎡の「ラーニング・コモンズ」や、人々

の 交 流 や 大 学 の 情 報 発 信 を 目 的 とし た 約

1,400 ㎡の「インフォメーションラウンジ」等

の新たな機能を整備しました。これらの施設を

ベースに本学の中期計画等で掲げている「自立

的学習の支援環境の充実」、「学生の英語運用能

力の向上」、「初修外国語教育システムの整備・

充実」に向けて、教育・学生支援機構教育支援

センター等の教育組織と連携して、外国語学習

支援スペース（FL-SALC）などを整備し、学修

支援機能を強化しました。FL-SALC は Foreign 

Language Self-Access Learning Center の略

語で、エフエルサルクと呼んでいます。 

実施内容｜ 
 FL-SALC はラーニング・コモンズの中に約

400 ㎡の面積を充てた語学学習スペースで、約

50 席あります。DVD 等の電子資料を含む語学

学習資料約 2,400 点、英会話や発音練習ができ

るスピーキングブース、留学生との交流等に使

われるチャットコーナー・少人数ブースなどの

コミュニケーションスペース、英語学習アドバ

イザーや留学生チューターの人的サポート等

から構成されています。①英語学習アドバイザ

ーによる「英語学習カウンセリング」、②英語・

ドイツ語・フランス語を母国語または第二言語

とする留学生チューターによる「英語・初修外

国語（ドイツ語・フランス語）チャット」、③

英語担当教員による「テーマ別グループ学習」

など、自由参加型のプログラムが連日開催され

ています。（URL：http://verba.ge.niigata-u. 

ac.jp/english/support.html）また、ラーニン

グ・コモンズのプレゼンエリアやグループ学習

室、ワーキングエリアを使ったアクティブ・ラ

ーニング（能動的学修）の授業・オープンセミ

ナーが同機構の大学教育機能開発センターや

キャリアセンターなどの教員により開催され、

能動的学修の支援強化に結びついています。 
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 リニューアルに先立つ平成 24 年 10 月には、

大学教育機能開発センターと連携して全学 FD

（Faculty Development）が「能動的な学習を

支援するラーニング・コモンズ～新図書館を拠

点として」をテーマに開催され、新図書館の利

活用について教員・学生と意見交換が行われま

した。ラーニング・コモンズや FL-SALC の運

用デザイン等について、その後の教育部門やグ

ローバル人材育成推進事業を促進する国際部

門との連携のきっかけとなりました。 

 
実施成果｜ 
 FL-SALCは平成 25 年 4 月にオープンしたば

かりですが、4 月～6 月の 3 か月間で「英語・

初修外国語（ドイツ語・フランス語）チャット」

が 74 回、「テーマ別グループ学習」が 27 回、

「英語学習カウンセリング」が 76 回開催され、

これらのプログラムへの参加者は延べ 632 人

に上り、リピーターが多い人気の高い学習プロ

グラムとなりました。教育部門と連携した自由

参加型グループ学習等のプログラムの実施、人

数や学習方法に応じたブースやコーナーの設

置、紙媒体や電子資料等多様な図書館資料を学

習目的に即して利用できる環境整備など、効果

的な学修支援環境の整備が相乗効果を発揮し

ているものと思われます。また、同時期の中央

図書館の入館者は 288,248 人に上り、増改修

工事前の平成 23 年度と比べ 1.8 倍に増え、自

修環境の整備による図書館機能の強化の一端

が窺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

今後の展開・課題｜ 
 大学改革の推進や教育支援の重要性が高ま

る中、学生の学習スタイルの多様化に対応した

図書館の学修環境・教育支援環境の整備が必要

になってきています。今後も現在の利活用の定

着を図りつつ、教育組織を含む学内組織との連

携を一層深め、利用状況と利用者の声を把握し

ながら、学生の自主的・自律的な学修を支援で

きるよう、紙媒体・電子媒体等のコンテンツの

整備を含む利用環境の更なる充実に努めたい

と考えています。 
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ラーニング・コモンズで行われる 

情報リテラシーの授業風景 
ラーニング・コモンズの「ワーキングスペース」 
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